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1.  平成24年12月期第1四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第1四半期 77,272 5.0 5,629 24.3 6,077 25.6 3,103 20.3
23年12月期第1四半期 73,583 △4.1 4,529 △3.0 4,838 3.2 2,580 2.3

（注）包括利益 24年12月期第1四半期 5,388百万円 （100.1％） 23年12月期第1四半期 2,693百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第1四半期 26.24 ―

23年12月期第1四半期 21.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期第1四半期 267,119 153,755 56.6 1,279.21
23年12月期 252,794 149,581 58.3 1,245.08

（参考） 自己資本   24年12月期第1四半期  151,306百万円 23年12月期  147,270百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
24年12月期 ―

24年12月期（予想） 7.50 ― 7.50 15.00

3.  平成24年12月期の連結業績予想（平成24年1月1日～平成24年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 144,000 4.2 4,900 △11.1 5,200 △10.1 2,900 32.5 24.52
通期 273,000 5.0 4,200 3.1 4,600 12.2 2,700 ― 22.83



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資
料】４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期1Q 128,742,463 株 23年12月期 128,742,463 株

② 期末自己株式数 24年12月期1Q 10,461,198 株 23年12月期 10,461,053 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期1Q 118,281,339 株 23年12月期1Q 118,282,819 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

（単位：百万円）

 当第１四半期連結会計期間（平成24年１月１日から平成24年3月31日まで）におけるわが国経済は、欧州の金融

不安や原油価格の高騰により、依然として不透明な状況で推移しましたが、東日本大震災からの復旧とともに、企

業活動においても一部で回復の兆しが見えてまいりました。  

 このような状況のもと当社グループは、国内・海外を両輪とした持続的成長を目指し、企画開発から生産調達・

販売・物流までバリューチェーンの強化を図ってまいりました。  

 国内市場におきましては、お客様の期待値を超える際立った商品・サービスを提供することで、お客様に「選ば

れ続ける企業」を目指し、収益拡大を図ってまいりました。  

 海外市場におきましては、アジアを中心とした新興国において生産設備の増強や現地ニーズに合わせた商品開

発、営業網の開拓を推進し、アジアを新たな収益基盤とする「アジア企業」へ向けた取組みを推進してまいりまし

た。  

 以上の結果、コクヨカムリンリミテッド（前連結会計年度は貸借対照表のみを連結）をはじめ４社を新規連結し

たことやオフィス通販カウネットが好調に推移したことにより、売上高は前年同期比5.0％増の772億円となりまし

た。コストダウンの推進や経費削減により、営業利益は前年同期比24.3％増の56億円となり、経常利益は前年同期

比25.6％増の60億円となりました。固定資産売却損等の特別損失６億円を計上したこと等により、四半期純利益は

前年同期比20.3％増の31億円となりました。  

  

セグメント別の状況 

（単位：百万円）

※平成24年12月期より、「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セ

グメントにて開示しております。そのため平成23年12月期の実績値は新セグメントに置き換えております。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
平成23年12月期 

第１四半期 

平成24年12月期 

第１四半期 
増減率（％） 

売上高  73,583  77,272  5.0

営業利益  4,529  5,629  24.3

経常利益  4,838  6,077  25.6

四半期純利益  2,580  3,103  20.3

  平成23年12月期 

第１四半期 

平成24年12月期 

第１四半期 
増減率（％） 

ステーショナリー 

関連事業 

売上高  25,361  26,779  5.6

営業利益  3,325  3,369  1.3

ファニチャー 

関連事業 

売上高  31,264  31,236  △0.1

営業利益  1,514  2,071  36.7

通販・小売関連事業 
売上高  25,893  26,919  4.0

営業利益  510  729  43.1

調整額 
売上高  △8,936  △7,663  －

営業利益  △820  △540  －

合計 
売上高  73,583  77,272  5.0

営業利益  4,529  5,629  24.3
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（ステーショナリー関連事業）  

 ステーショナリー関連事業におきましては、アジア№１ステーショナリーメーカーを目指し、国内外で収益の拡

大を図ってまいりました。  

 国内市場におきましては、針なしステープラー「ハリナックス＜コンパクト＞」等の高付加価値商品のラインア

ップを拡充し、シェア拡大を図りました。また、ミュージシャンの尾崎豊さんを起用したテレビＣＭをはじめとし

た、キャンパスノートのキャンペーンを展開する等、積極的な販売活動を行い、需要を喚起いたしました。  

 海外市場におきましては、アジア市場において成長する内需を獲得する取組みを推進してまいりました。ベトナ

ムにおきましては、キャンパスノートの商談会を開催し、充実した供給体制とノートの高い品質をアピールした結

果、今期の販売目標の大半を受注する見込みとなりました。  

 以上の結果、コクヨカムリンリミテッド等を新規連結したことによる増収18億円を含め、売上高は前年同期比

5.6％増の267億円となり、増収やコストダウンの推進による売上総利益の増加により営業利益は前年同期比1.3％

増の33億円となりました。  

  

（ファニチャー関連事業） 

 ファニチャー関連事業におきましては、個々のお客様に対して、それぞれのニーズに合致した価値を提供するバ

リューチェーンの構築を図ってまいりました。  

 国内市場におきましては、お客様ごとのニーズをベースとしたマーケティングを実行し、ソリューション提案営

業の推進や戦略商品の開発を行い、ワークステーション「WORK SORT（ワークソート）」等、企業のワークスタイ

ルの変化に対応する新商品を発売いたしました。  

 海外市場に関しましては、中国におきまして、ハイセグメント及びミドルセグメントのお客様をターゲットに昨

年発売した、背もたれに内蔵したエアバッグにより背中にかかる圧力を調整できるオフィスチェアーをはじめ、業

界初の機能を持たせた商品の継続的開発や営業網の開拓を推進し、バリューチェーンの強化を図りました。 

 以上の結果、近畿圏における投資抑制や首都圏における大型案件市場の競争激化により、売上高は前年同期比

0.1％減の312億円となり、経費削減に努めた結果、営業利益は前年同期比36.7%増の20億円となりました。  

  

（通販・小売関連事業） 

 通販事業に関しましては、カウネットにおきまして、商品を選びやすいよう工夫した新カタログやオフィス用品

一括購買システム「ウィズカウネット」がお客様の支持を得て好調に推移いたしました。  

 小売（インテリア・生活雑貨の販売）事業に関しましては、アクタスやザ・コンランショップにおきまして、Ｍ

Ｄの強化やサービスレベルの向上を推進いたしました。  

 以上の結果、売上高は前年同期比4.0％増の269億円となり、増収による売上総利益の増加等により営業利益は前

年同期比43.1％増の７億円となりました。    

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産に関する分析  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は2,671億円となり、前連結会計年度末に比べ143億円増加しました。流動

資産は1,274億円で、前連結会計年度末に比べ146億円増加しました。主な要因として、現金及び預金が42億円、受

取手形及び売掛金が126億円、前連結会計年度末に比べそれぞれ増加した一方、有価証券が36億円減少したためで

あります。固定資産は1,397億円となり、前連結会計年度末に比べ３億円減少しました。主な要因として、有形固

定資産は693億円と前連結会計年度末に比べ15億円減少し、無形固定資産は106億円と前連結会計年度末に比べ２億

円減少した一方、投資その他の資産は597億円と前連結会計年度末に比べ14億円増加したためであります。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債は1,133億円となり、前連結会計年度末に比べ101億円増加しました。流動負

債は857億円となり、前連結会計年度末に比べ142億円増加しました。固定負債は276億円となり、前連結会計年度

末に比べ41億円減少しました。 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は1,537億円となり、前連結会計年度末に比べ41億円増加しました。主な

要因として、利益剰余金が19億円、その他有価証券評価差額金が16億円、為替換算調整勘定が４億円、前連結会計

年度末に比べそれぞれ増加したためであります。   
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②キャッシュ・フローの状況に関する分析  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は265億円であり、前連結会

計期間末に比べ10億円の資金減となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第１四半期連結会計期間の営業活動により獲得した資金は６億円（前年同期比25億円の収入増）となりまし

た。これは、主として税金等調整前四半期純利益54億円、減価償却費16億円、賞与引当金の増加14億円の資金収

入、売上債権や仕入債務の増減65億円、棚卸資産の増加15億円、法人税等の支払14億円の資金支出等があったこと

によるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第１四半期連結会計期間における投資活動により獲得した資金は１億円（前年同期比31億円の収入増）となり

ました。これは、主として有形固定資産の売却11億円の資金収入、設備投資７億円の資金支出等があったことによ

るものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第１四半期連結会計期間における財務活動により支出した資金は10億円（前年同期比77億円の支出増）となり

ました。これは、主として配当金の支払額９億円、リース債務の返済２億円の資金支出等があったことによるもの

であります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第１四半期連結会計期間における当社グループの業績は計画を上回りました。引き続き当社グループは、国内・

海外を両輪とした持続的成長を目指し、企画開発から生産調達・販売・物流までバリューチェーンの強化を図って

まいりますが、当社を取り巻く環境は先行きが不透明なため、平成24年12月期の業績予想に変更はございません。

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。   

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用の計算 

 税金費用の算定については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財 

務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しておりま

す。 

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

   

（４）追加情報 

「会計上の変更及び誤謬に関する会計基準」及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」の

適用  

 当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,856 19,107

受取手形及び売掛金 52,717 65,336

有価証券 11,518 7,820

商品及び製品 23,839 25,455

仕掛品 1,056 1,184

原材料及び貯蔵品 2,520 3,021

その他 6,333 5,556

貸倒引当金 △102 △66

流動資産合計 112,739 127,416

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,994 21,874

土地 38,102 36,615

その他（純額） 10,769 10,817

有形固定資産合計 70,866 69,308

無形固定資産   

のれん 906 877

その他 9,998 9,813

無形固定資産合計 10,904 10,690

投資その他の資産   

投資有価証券 39,166 41,177

その他 19,979 19,381

貸倒引当金 △861 △855

投資その他の資産合計 58,283 59,703

固定資産合計 140,055 139,703

資産合計 252,794 267,119
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 41,442 47,640

短期借入金 7,029 7,284

1年内返済予定の長期借入金 193 5,130

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 832 1,749

その他 11,952 13,925

流動負債合計 71,450 85,729

固定負債   

新株予約権付社債 270 270

長期借入金 19,112 14,109

退職給付引当金 3,911 4,054

その他 8,468 9,201

固定負債合計 31,762 27,635

負債合計 103,213 113,364

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,847 15,847

資本剰余金 19,068 19,068

利益剰余金 128,289 130,205

自己株式 △14,333 △14,334

株主資本合計 148,871 150,786

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △276 1,393

繰延ヘッジ損益 △15 △5

為替換算調整勘定 △1,308 △868

その他の包括利益累計額合計 △1,600 519

少数株主持分 2,310 2,449

純資産合計 149,581 153,755

負債純資産合計 252,794 267,119
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 73,583 77,272

売上原価 47,710 50,236

売上総利益 25,873 27,036

販売費及び一般管理費 21,344 21,406

営業利益 4,529 5,629

営業外収益   

受取利息 56 56

受取配当金 57 55

不動産賃貸料 308 383

持分法による投資利益 － 9

デリバティブ評価益 86 123

為替差益 91 136

その他 276 273

営業外収益合計 876 1,038

営業外費用   

支払利息 130 155

不動産賃貸費用 95 122

その他 341 313

営業外費用合計 567 590

経常利益 4,838 6,077

特別利益   

固定資産売却益 341 －

特別利益合計 341 －

特別損失   

固定資産除却損 － 174

投資有価証券評価損 386 －

固定資産売却損 － 408

減損損失 － 45

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 70 －

災害による損失 138 －

特別損失合計 595 628

税金等調整前四半期純利益 4,585 5,448

法人税等 1,993 2,325

少数株主損益調整前四半期純利益 2,591 3,123

少数株主利益 11 19

四半期純利益 2,580 3,103
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,591 3,123

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 139 1,666

繰延ヘッジ損益 50 9

為替換算調整勘定 △87 584

持分法適用会社に対する持分相当額 0 3

その他の包括利益合計 101 2,265

四半期包括利益 2,693 5,388

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,682 5,224

少数株主に係る四半期包括利益 11 164
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,585 5,448

減価償却費 1,501 1,664

減損損失 － 45

のれん償却額 43 28

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 △42

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,466 1,444

退職給付引当金の増減額（△は減少） 101 132

受取利息及び受取配当金 △113 △112

支払利息 130 155

持分法による投資損益（△は益） 26 △9

固定資産売却損益（△は益） △341 352

固定資産除却損 78 197

投資有価証券売却損益（△は益） △124 △22

投資有価証券評価損益（△は益） 386 －

デリバティブ評価損益（△は益） △86 △123

売上債権の増減額（△は増加） △8,228 △12,460

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,356 △1,503

仕入債務の増減額（△は減少） 2,262 5,922

その他 447 1,124

小計 △209 2,242

利息及び配当金の受取額 113 112

利息の支払額 △222 △256

法人税等の支払額 △1,534 △1,412

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,853 686

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,315 △438

有形固定資産の売却による収入 421 1,178

無形固定資産の取得による支出 △1,171 △322

投資有価証券の取得による支出 △1,604 △703

投資有価証券の売却による収入 660 533

子会社株式の取得による支出 － △129

短期貸付金の増減額（△は増加） 129 58

長期貸付けによる支出 △129 △120

長期貸付金の回収による収入 115 175

その他 △39 △33

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,935 198
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,995 182

長期借入れによる収入 2,919 －

長期借入金の返済による支出 △102 △74

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △891 △891

少数株主への配当金の支払額 △36 △26

リース債務の返済による支出 △188 △231

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,694 △1,040

現金及び現金同等物に係る換算差額 144 229

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,050 74

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 116 304

現金及び現金同等物の期首残高 25,458 26,182

現金及び現金同等物の四半期末残高 27,625 26,560
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 該当事項なし 

   

［セグメント情報］ 

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年３月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報   

(単位：百万円) 

 
（注）１ セグメント利益の調整額△820百万円には、セグメント間取引消去及び全社費用が含まれている。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用等である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
    

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年３月31日）  

１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報   

 (単位：百万円) 

（注）１ セグメント利益の調整額△540百万円には、セグメント間取引消去及び全社費用が含まれている。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用等である。  

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
  

２ 報告セグメントの変更等に関する事項 

 当社グループは、従来、「ステーショナリー関連事業」及び「ファニチャー関連事業」の２つを報告セグ

メントとしていたが、当第１四半期連結累計期間より、「ステーショナリー関連事業」、「ファニチャー関

連事業」及び「通販・小売関連事業」の３つに報告セグメントを変更している。 

 これは、事業機軸経営の実践とバリューチェーン全体の強化を推進するために、従来の「商品別セグメン

ト」から、より事業の実態に即した「事業別セグメント」に変更したことによる。 

 また、上記に伴い、報告セグメントの事業をより適切に評価管理するために、当第１四半期連結累計期間

より、従来各報告セグメントに配賦していた全社費用を配賦不能費として、「調整額」に含めて開示するこ

ととしている。  

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示している。  
  

 該当事項なし 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  
  

報告セグメント
調整額 
(注１)  

四半期連結
損益計算書 
計上額(注２)

ステーショナリー
関連事業  

ファニチャー
関連事業 

通販・小売
関連事業  

計

売上高       

外部顧客への売上高  20,886  30,504  22,193  73,583  ―  73,583

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 4,475  760  3,700  8,936  △8,936  ―

計  25,361  31,264  25,893  82,519  △8,936  73,583

セグメント利益  3,325  1,514  510  5,349  △820  4,529

  
  

報告セグメント
調整額 
(注１)  

四半期連結
損益計算書 
計上額(注２)

ステーショナリー
関連事業  

ファニチャー
関連事業 

通販・小売
関連事業  

計

売上高       

外部顧客への売上高  22,151  30,481  24,639  77,272  ―  77,272

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 4,628  754  2,280  7,663  △7,663  ―

計  26,779  31,236  26,919  84,934  △7,663  77,272

セグメント利益  3,369  2,071  729  6,169  △540  5,629

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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